
１
５．右の図のように、放物線 ｙ＝－ｘ２と直線

２
３

ｙ＝ｘ＋－ がある。放物線と直線の交点のうち、
２

ｘ座標が小さい方を点Ａ、大きい方を点Ｂとする。

次の問いに答えよ。 （ 関西大倉高等学校 H31 ）

（１）２点Ａ、Ｂの座標をそれぞれ求めよ。

１ ３
－ｘ２＝ｘ＋－ を解いて、ｘ＝－１，３
２ ２

１ ９
Ａ． Ａ（－１，－）、Ｂ（３，－）

２ ２

（２）△ＯＡＢの面積を求めよ。

直線ＡＢがｙ軸と交わる点を点Ｃとする。
３ １ ３ ３ １ ９

△ＯＡＣ＝－×１×－＝－ △ＯＢＣ＝－×３×－＝－ △ＯＡＢ＝３
２ ２ ４ ２ ２ ４

Ａ． ３

（３）平行四辺形ＯＡＣＢを作った。点Ｃの座標を求めよ。

１
点Ａは原点から左へ１、上へ－移動した点。

２
点Ｃは点Ｂから同様に移動した点だから、Ｃ（２，５）である。

Ａ． （２，５）

（４）放物線上に点Ｄをとり、平行四辺形ＯＡＣＢと面積が等しい四角形ＯＡＤＢを作った。

点Ｄのｘ座標を求めよ。ただし、点Ｄのｘ座標は負とし、途中の考え方や式も記入すること。

点Ｃを通り直線ＡＢに平行な直線をひくと、その直線と放物線との交点がＤとなる。

Ｃ（２，５）を通り、傾きが１の直線は、ｙ＝ｘ＋３ となる。

１
放物線との交点は、－ｘ２＝ｘ＋３ を解いて、

２
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ｘ＝１± ７ で、ｘ＜０なので、ｘ＝１－ ７ となる。

Ａ． ｘ＝１－ ７


